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田
辺
工
業︵
新
潟
県
上
越
市


四
月
朔
日
義
雄
社
長
︶
は

ウ

エ
ア
ラ
ブ
ル
カ
メ
ラ
を
使

た

﹁
遠
隔
映
像
コ
ミ

ニ
ケ

シ


ン
サ

ビ
ス
﹂を
開
発
し
た


同
サ

ビ
ス
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

と
共
同
開
発

現
場
作
業
員
と

遠
隔
地
の
監
督
・
指
示
者
が
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
コ
ミ

ニ
ケ


シ

ン
を
図
れ
る
ソ
リ


シ


ン
で

５
月
に
は
映
像
・
音

声
保
存
機
能
を
追
加
し
た

映

像
を
社
外
と
共
有
す
れ
ば
検
査

な
ど
に
も
活
用
で
き
る

今
後

も
現
場
の
快
適
性
や
安
全
性
を

追
求
し

人
工
知
能
︵
Ａ
Ｉ
︶

な
ど
新
し
い
ツ

ル
と
の
連
携

を
図

て
い
く


　――事業領域についてお聞かせください。
　当社は、化学・医薬・電子材料・食品分野の製造プラ
ント建設をはじめ、電気計装・通信工事など幅広い分野
を手がけている総合エンジニアリング会社です。
　主にプラントエンジニアリング、エレクトロニクス、
メカトロニクスの三つの事業を展開しています。素材産
業をはじめ製造業の製造設備をつくる「ものづくりのた
めの、ものづくり。」を担っています。
　――ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）への
取り組みが加速しています。
　当社では、あらゆる業種・業界で培った豊富な経験や
ノウハウを生かし、お客さまに合わせた現場に関わる技
術を提案しています。今回開発した「遠隔映像コミュニ
ケーションサービス」は、現場の現状を把握して閲覧者
側である管理者や現場監督との情報交換や画像・音声を
用いてリアルタイムでやりとりを可能にするサービスに
なります。年以上現場を見続けてきた当社の考える
「現場ＤＸ」です。
　――今後の事業展望について伺います。
　企業は常に時代と向き合う必要があります。アナログ
潮流が残る業界のこれまでの枠組みにとらわれず、技術
力・総合力を強化し、企業価値を高め、最良のものづく
りに取り組んでまいります。サービス概要図
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収
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
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
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昨
年
９
月
か
ら
開
始
し
た
同

サ

ビ
ス
は

ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル

カ
メ
ラ
や
イ
ヤ
ホ
ン
マ
イ
ク


通
信
機
器

視
聴
用
タ
ブ
レ


ト
モ
バ
イ
ル
な
ど
通
信
回
線


ク
ラ
ウ
ド
・
関
連
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
な
ど
を
オ

ル
イ
ン
ワ
ン
で

提
供
す
る

機
器
類
は
設
定
済

み
の
た
め

す
ぐ
に
使
用
で
き

る


　
現
場
作
業
員
と
監
督
・
指
示

者
双
方
の
視
点
で
使
い
や
す
さ

を
徹
底
的
に
追
求
し

ヘ
ル
メ


ト
に
装
着
す
る
こ
と
を
前
提

に
し
た
専
用
ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
カ

メ
ラ
を
開
発

同
カ
メ
ラ
は
ワ

イ
ヤ
レ
ス
の
防
水
仕
様
で
重
量

を
１
２
２

ま
で
軽
量
化
し

た

一
般
的
に
は
ケ

ブ
ル
が

必
要
な
ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
カ
メ
ラ

が
多
い
中

完
全
無
線
を
実
現

す
る
こ
と
で

作
業
の
安
全
性

を
担
保
し
つ
つ
現
場
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
実
現
し
た


　
カ
メ
ラ
映
像
は

ブ
レ
を
極

限
ま
で
補
正
し

視
聴
者
の
負

担
を
軽
減
す
る

激
し
い
揺
れ

に
対
し

同
社
独
自
の
強
力
な

ブ
レ
補
正
機
能
や
水
平
維
持
機

能
を
搭
載
す
る
こ
と
で

視
聴

者
側
の
映
像
酔
い
を
防
止
し
長

時
間
視
聴
を
可
能
と
し
た

カ

メ
ラ
が
縦
に
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
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も
水
平
を

維
持
で
き
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め
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
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認
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
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
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
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
ト
端
末
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は
カ
メ

ラ

台
の
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録
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能

通
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の
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帯
電
話
回
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︵
Ｌ
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Ｅ
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線
︶
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用
し
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い
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
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全
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
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
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
ビ
ス
が
起
動
す
る

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
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
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
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
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
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や
音
声
を
保
存
で
き
る
サ

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の
提
供
も
開
始

現
場
作
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の
証
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を
残
す
こ
と
が
で
き


映
像
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外
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共
有
す
れ
ば
検

査
な
ど
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用
が
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能

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作
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の
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

　
引
き
続
き
最
新
技
術
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現
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な
ぐ
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

シ

ン
を

目
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ジ
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ン
ア
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を
図
る
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ウエアラブルカメラを装着しての現場チェック
（現場事務所と支店で共有）

本社・支店とつないだ現場事務所での状況確認 タブレット端末でどこでも現場状況が確認できる

　
田
辺
工
業
は
九
州
初
の
事
業

拠
点
と
な
る
大
牟
田
支
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を
２

０
２
０
年
４
月
に
設
立
し
ま
し

た

福
岡
県
大
牟
田
市
四
山
町

の
工
業
団
地
内
に
取
得
し
た
用

地
で
現
在

支
店
の
事
務
所
と

工
場
の
新
築
工
事
が
７
月
末
の

全
体
完
成
に
向
け
て
進
ん
で
い

ま
す

大
牟
田
支
店
の
建
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を

請
け
負
う
飛
島
建
設
は

現
場

の
管
理
ツ

ル
と
し
て
田
辺
工

業
の
﹁
遠
隔
映
像
コ
ミ

ニ
ケ


シ

ン
サ

ビ
ス
﹂を
導
入


ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
カ
メ
ラ
か
ら
送

ら
れ
て
く
る
現
場
の
映
像
を
遠

隔
で
確
認
し
な
が
ら

作
業
指

示
な
ど
に
役
立
て
て
い
ま
す


　
ベ
テ
ラ
ン
層
の
大
量
退
職
を

控
え
た
今

建
設
業
界
で
は
技

術
力
を
次
の
世
代
に
伝
承
す
る

こ
と
が
課
題
と
な

て
い
ま

す

飛
島
建
設
は
現
場
力
の
維

持
に
有
効
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
︵
情
報
通

信
技
術
︶導
入
を
進
め
る
た
め


２
０
１
９
年
７
月
に
建
築

土

木
の
両
部
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に
Ｄ
Ｘ
︵
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ


メ

シ


ン
︶
推
進
部
を
発
足

今
年
４

月
に
は
技
術
面
で
サ
ポ

ト
す

る
フ


ル
ド
サ
ク
セ
ス
セ
ン

タ

も
設
置
し

そ
の
取
り
組

み
を
加
速
し
て
い
ま
す


　
田
辺
工
業
の
サ

ビ
ス
を
初

め
て
取
り
入
れ
た
今
回
の
現
場

で
は

ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
カ
メ
ラ

を
通
じ
て

施
工
状
況
を
現
場

事
務
所
や
九
州
支
店
の
担
当
部

門

技
術
支
援
を
行
う
本
社
の

技
術
部
門
な
ど
に
配
備
し
た
タ

ブ
レ

ト
端
末
や
パ
ソ
コ
ン
に

音
声
と
と
も
に
送
信

リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
情
報
を
共
有
し

配

管
の
納
ま
り
や
仕
上
げ
の
状
況

と
い

た
施
工
の
品
質
確
認
な

ど
に
活
用
し
て
い
ま
す


　
現
場
に
出
向
か
ず
情
報
を
共

有
で
き
る
こ
と
は

支
店
担
当

者
に
も
大
き
な
メ
リ

ト

福

岡
市
中
央
区
に
あ
る
飛
島
建
設

九
州
支
店
か
ら
現
場
ま
で
は
往

復
で
３
時
間
程
度
か
か
る
た

め

そ
の
分
の
時
間
を
図
面
チ



ク
な
ど
に
充
て
る
こ
と
が

で
き
ま
す

現
場
を
束
ね
る
池

田
裕
光
所
長
も
ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル

カ
メ
ラ
の
活
用
で
自
ら
見
に
行

け
な
い
箇
所
の
確
認
な
ど
﹁
有

効
に
活
用
で
き
て
い
ま
す
﹂
と

評
価

鉄
骨
の
建
て
方
で
は


職
人
の
ヘ
ル
メ

ト
に
装
着
し

て
作
業
状
況
の
確
認
な
ど
も
行


た
と
言
い
ま
す


　
若
手
技
術
者
に
と

て
も
情

報
共
有
す
る
支
店
や
本
社
の
担

当
者
か
ら
す
ぐ
に
指
導
し
て
も

ら
え
る
こ
と
は
大
き
な
利
点


入
社
２
年
目
の
現
場
監
督
の
岡

本
盛
太
郎
さ
ん
も
﹁
配
管
の
納

ま
り
な
ど
を
そ
の
場
で
指
示
し

て
も
ら
え
る
の
で
あ
り
が
た
い

で
す
﹂
と
話
し
て
い
ま
す


　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
の
収
束
が
依
然
見
通
せ
な
い

中

建
設
業
界
に
と

て
非
接

触
で
行
う
品
質
や
安
全
の
管
理

は
今
後
の
必
須
技
術
と
な
り
そ

う
で
す

飛
島
建
設
も
遠
隔
で

現
場
管
理
が
行
え
る
ウ
エ
ア
ラ

ブ
ル
カ
メ
ラ
を
導
入
し
よ
う

と

さ
ま
ざ
ま
な
製
品
の
比
較

検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た


　
そ
の
中
で
田
辺
工
業
の
サ


ビ
ス
つ
い
て
飛
島
建
設
の
太
田

秀
樹
建
築
Ｄ
Ｘ
推
進
部
長
は

﹁
他
社
製
品
に
は
見
ら
れ
な
い

映
像
の
ブ
レ
防
止
機
能
を
備
え

る
な
ど
現
場
で
も
有
効
に
使
え

る
と
思
い
ま
し
た
﹂
と

今
回

の
現
場
で
の
導
入
に
至

た
経

緯
を
話
し
て
い
ま
す

自
ら
も

建
設
会
社
と
し
て
現
場
作
業
の

悩
み
を
知
る
田
辺
工
業
だ
か
ら

こ
そ

現
場
フ


ス
ト
の
サ


ビ
ス
が
提
供
で
き
て
い
る
と

い
え
そ
う
で
す


　
飛
島
建
設
は
現
場
で
確
認
で

き
た
サ

ビ
ス
の
利
点
も
生
か

し

適
材
適
所
で
さ
ら
な
る
活

用
を
図

て
い
き
た
い
考
え
で

す


●田辺工業株式会社
●東京証券取引所第二部〈〉
●本　　社　〒－　新潟県上越市

福田番地
●東京本社　〒－　東京都千代田

区神田小川町１丁目番地　
興信ビル７Ｆ

●設　　立　年２月１日
●資　本　金　８億，万円
●従　業　員　人
●事業内容　プラントエンジニアリング

エレクロトニクス
メカトロニクス

　――製品開発経緯についてお聞かせください。
　技術者の高齢化に伴い、素晴らしい技術が失われつつあ
る中で、さまざまなＩＴ機器導入が試みられるものの、過
酷な現場環境に合わずに利用されなくなるシーンを見続け
てきました。建設・建築の作業環境を少しでも良くしたい、
効率化につなげたいという思いから過酷な現場でも使用す
ることができるＩＴ機器の開発に着手しました。
　――開発コンセプトについて。
　「作業員の両手がフリーな状態となる安心安全な現場作
りと、管理者・監督者が離れていても現場状況をリアルタ
イムに把握し支援・サポートが可能となるサービスの実現」
にこだわり、「使い続けたい」と思っていただけることを
第一に開発を進めてきました。
　本製品は、専用ウエアラブルカメラの開発により他社に
は無い強力なブレ補正機能を具備しているほか、完全ワイ
ヤレス化することで利便性や安全性の向上を実現していま
す。
　――今後の展望について伺います。
　さらなる機能拡張を行い、より効率化につながるソリ
ューションを目指し、使い方の領域を広げることを目標と
します。
　建設現場では電波が入らないことが多く使用が難しい現
場が数多くあります。そのような現場でも利用可能となる
よう、製品を販売して終わりでなく、通信環境構築サポー
トまでのトータルなソリューションとして提供し、クライ
アントの円滑な業務遂行に寄与いたします。通信環境構築
サポートまで対応できるソリューションであるというの
は、当社の大きな強みです。本ソリューションをスタート
としてデジタル人材の育成をはじめ、新たな事業の創出や
業界のＩｏＴ（モノのインターネット）やＡＩを活用した
ＤＸの加速化を図ってまいります。

【本サービスに関する問い合わせ先】
田辺工業株式会社　営業部　ＶＩＤ課
千葉市美浜区中瀬１丁目３番地
幕張テクノガーデンＤ棟階
ＴＥＬ：－－

【営業拠点】
本　　社：新潟県上越市福田番地

ＴＥＬ：－－
東京本社：東京都千代田区神田小川町

１丁目番地
興信ビル７Ｆ
ＴＥＬ：－－

大　阪　支　店：大阪市中央区今橋４丁目
３番号
淀屋橋山本ビル４Ｆ
ＴＥＬ：－－

名古屋支店：名古屋市南区弥次ヱ町
４丁目番地
ＴＥＬ：－－


